
第２２号様式 

学長候補者の決定について 

 

 国立大学法人愛媛大学学長選考・監察規程第８条第１項の規定に基づき、学長候補者

を決定したので、下記のとおり公表する。 

 

記 

 

１ 学長候補者     八
や

 尋
ひろ

 秀
ひで

 典
のり

 

任期：３年間（令和９年４月 1 日から令和１２年３月３１日まで） 

 

２ 選考理由 

学長選考・監察会議は、国立大学法人愛媛大学学長選考基準に定める「学長に求めら

れる資質・能力」に照らし、候補適任者 八尋 秀典 氏（現 国立大学法人愛媛大学

理事・副学長）について、推薦書並びに経歴書及び所見の書面審査とともに、面接を行

った。 

同氏は、研究者としての優れた実績を有するとともに、工学部長、大学院理工学研究

科長、理事・副学長（財務・人事マネジメント担当及び教育担当）等を歴任し、大学運

営に関する豊富な知識と経験を積み重ねてきた。特に、教育研究組織の再編、新たな大

学院教育の展開、人事・財務制度改革など、大学運営上重要な改革を着実に推進してき

た。また、学内運営においては、部局の意見を尊重しつつ全学的な合意形成を図るなど、

組織全体を見据えた運営に取り組んでいる。こうした実績に加え、関係者との対話を重

視する姿勢と誠実な人柄が高く評価され、全ての学部から学長候補適任者として推薦さ

れるなど、学内から厚い信頼を得ている。  

２０４０年以降の大学進学者数の減少、ＡＩ技術の急速な進展、厳しい財政状況など、

大学を取り巻く環境が大きく変化する中、同氏は、本学の強み・特色を的確に把握し、

データに基づく分析と学内外との対話を重視しながら、学内資源の適切な再配分を含む

中長期的な教育研究基盤及び財政基盤の強化を進めるとともに、愛媛県における知の中

核大学として、特色ある高度専門人材の育成と、地域課題の発見から社会実装までを見

据えた教育・研究・産官学連携の循環システムを構築するという方向性を明確に示して

いる。また、基礎研究力の充実と産官学連携によるイノベーション創出に取り組み、地

域産業の振興と新たな価値創造を先導する地方大学に進化するというビジョンのもと、

これまでの豊富な大学運営経験を活かし、強いリーダーシップとマネジメント力を発揮

し、愛媛大学を更なる発展へと導くことが期待できる人物である。 

以上のことから、国立大学法人愛媛大学学長選考基準に定める「学長に求められる資

質・能力」を満たしていると判断し、同氏を次期学長候補者として選考し、決定した。 

 



３ 選考過程 

令和８年１月３０日 学長選考・監察会議は、学長に求められる資質・能力及び学

長選考の手続き・方法について基準を定め公表した。 

令和８年５月１８日 学長選考・監察会議は、学長候補者の選考について公表した。 

学長選考・監察会議は、各学部へ候補適任者の推薦を依頼し

た。 

令和８年８月 ４日 学長選考・監察会議は、各学部から候補適任者１名の推薦を

受け、推薦書、経歴書、受諾書及び所見を受理した。 

なお、職員３０人以上の連署による推薦及び学長選考・監察

会議による候補適任者の選出はなかった。 

学長選考・監察会議は第一次選考を行い、１名を候補適任者

として選考し、公表した。 

令和８年９月２５日 学長選考・監察会議は、候補適任者に面接を行った上で、推

薦書、経歴書、所見（別添のとおり）等を総合的に判断し、学

長候補者を決定、公表した。 

 

以 上 

 

   令和８年９月２５日 

 

                       愛媛大学学長選考・監察会議     



推 薦 書 



第３号様式 

                               令和 8 年 7 月 23 日 

 愛媛大学学長選考・監察会議議長 殿 

 

推   薦   書 

 

                                          学部名 法文学部 

ふりがな 
学長候補適任者氏名 

やひろ  ひでのり 

八 尋 秀 典 

職   名 国立大学法人愛媛大学理事・副学長（教育） 

 推薦理由（800 字以内） 

 

 八尋秀典氏は、平成 10 年 4 月に愛媛大学工学部助教授として着任され、平成 18 年に理

工学研究科教授に昇任されました。その後、応用化学コース長、副工学系長を経て、平成 28

年から 2 年間、工学部長の重責を担われました。この間、理工学研究科長、副研究科長を

兼務されております。平成 30 年 4 月からは財務・人事マネジメント担当として理事・副学

長に就任、経営協議会委員、ダイバーシティ推進本部長を歴任されました。令和 3 年 4 月

からは教育担当として理事・副学長、教育・学生支援機構長に就任され、現在に至っておら

れます。なお、大学運営の要職を担われる傍ら、触媒・資源化学プロセスの分野において卓

越した研究成果を積み重ねておられることも申し添えます。 

 

八尋氏は、平成 30 年度から財務・人事マネジメント担当理事・副学長として、教員人事

評価制度の一元的管理と新年俸制の導入、各部局の強みを伸ばす財政支援制度の実施を主

導され、本学の人事・財務基盤の強化に力を尽くされました。令和 3 年度に教育担当理事

・副学長に就任されてからは、ユニット制の導入や各学部学務事務組織の再編を通して教

育・学生支援機構の組織改革を牽引され、令和 6 年度の次世代人材育成拠点設置、令和 8 年

度の学習支援コモンズ設置にも傾注されました。さらに、大学院博士後期課程設置準備室

長として、人文社会科学研究科博士後期課程およびアドバンストソーシャルマネジメント

学環（博士課程）の令和 9 年度設置に向け、文部科学省との折衝にあたってこられました。 

 

以上のように、八尋秀典氏は、部局運営から全学的な財務・人事マネジメント、教育改革

に至るまで、学長として愛媛大学を牽引するに足る豊富な経験と実績を有しておられると

ともに、対話を重んじる誠実な人柄を兼ね備えておられます。法文学部は、八尋秀典氏が

愛媛大学の次代を担うにふさわしい人物であると確信し、ここに謹んで推薦申し上げる次

第です。 

備考  「職名」欄：現職名（必要に応じ、元職名）を記入する。 



第３号様式 

                            令和８年７月２４日 

 愛媛大学学長選考・監察会議議長 殿 

 

推   薦   書 

 

                                          学部名 教育学部 

ふりがな 
学長候補適任者氏名 

 やひろ ひでのり 
 八尋 秀典 

職   名 

愛媛大学理事・副学長（教育担当） 

教育・学生支援機構長 

愛媛大学大学院理工学研究科教授 

 推薦理由（800字以内） 

 八尋秀典先生は、平成 10年に愛媛大学工学部助教授として着任され、平成 18年に

は大学院理工学研究科教授、平成 28 年度には愛媛大学工学部長を務められました。

また、平成 30年からは理事・副学長（財務・人事マネジメント担当）、令和 3 年から

は理事・副学長（教育担当）及び教育・学生支援機構長として、大橋学長、仁科学長

を支え、大学運営の中核を担ってこられました。 

 特に、教育担当理事として、ユニット制の導入や各学部学務チームの再編など、教

育・学生支援機構の組織改革を推進されたほか、次世代人材育成拠点（令和 5年度）

及び学習支援コモンズ（令和 8 年度）の設置、さらにはアドバンストソーシャルマネ

ジメント学環（博士課程）の令和 9年度設置に尽力されるなど、教育環境の整備と学

生支援の充実に大きく貢献してこられました。 

 教育学部及び教育学部附属学校園では、未来を担う次世代の人材育成を進めるとも

に、学校や地域等と連携した共同研究を推進する体制を整備し、その成果を積極的に

学校現場や地域社会へ還元していきたいと考えています。とりわけ、デジタル学習基

盤を活用した先進的な授業実践、インクルーシブ教育システムの構築、特異な才能を

有する児童生徒への支援など、先導的な取組を推進するとともに、これらの課題に適

切に対応できる教員志望学生及び現職教員の専門性向上を図っていきたいと考えて

います。 

国立大学法人を取り巻く環境は、今後ますます厳しさを増していくことが予想され

ます。そのような状況においてこそ、将来の地方国立大学のあるべき姿について明確

なビジョンを持ち、教育改革をはじめとする多くの実績を積み重ねてこられた八尋秀

典先生のリーダーシップが必要であると確信しています。 

教育学部及び教育学部附属学校園は、愛媛大学のさらなる発展と地域社会への一層の

貢献を実現するため、八尋秀典先生を次期学長候補適任者として推薦いたします。 

備考  「職名」欄：現職名（必要に応じ、元職名）を記入する。 



第３号様式 

                           令和８年７月１５日 

 愛媛大学学長選考・監察会議議長 殿 

 

推   薦   書 

 

                                          学部名 社会共創学部      

ふりがな 
学長候補適任者氏名 

やひろ ひでのり 

八尋 秀典 

職   名 国立大学法人愛媛大学 理事・副学長 

 推薦理由（800字以内） 

 

本学部は、現愛媛大学理事・副学長（教育担当）である八尋秀典氏を、次期学長候

補適任者として、以下のとおり推薦する。 

同氏は、平成 28～29年度まで工学部長を務められた後、平成 30年度から現在に至

るまで、理事・副学長として、大学運営の中心的な役割を果たしてこられた。平成 30

～令和２年度までの間、理事・副学長（財務・人事マネジメント担当）として、教員

人事評価制度の一元的管理、新年俸制の導入、部局の強みを伸ばす財政的支援制度を

実施するなど、人事・財務の両面から大学経営の基盤整備を着実に進められた。また、

令和３年度からは理事・副学長（教育担当）として、教育・学生支援機構の組織改革

やユニット制の導入、次世代人材育成拠点・学習支援コモンズの整備など、教育支援

体制の再構築に尽力された。特に、社会人を主対象とした大学院博士後期課程の設置

準備室長として、「人文社会科学研究科博士後期課程」（令和９年度設置予定）と「ア

ドバンストソーシャルマネジメント学環」（令和９年度設置予定）の実現に向け、文

部科学省との協議・交渉を進めておられることは、本学部として高く評価するところ

である。 

少子化に伴う 2040 年以降の大学入学者急減や不安定な財務状況など、大学経営を

取り巻く環境が厳しさを増す中、社会と協働した教育・研究活動を通して新たな価値

創造を先導する地方大学が求められる。愛媛大学憲章が掲げる「学生中心の大学」「地

域とともに輝く大学」を体現する同氏の教育改革・地域連携の実績は、第５期中期目

標・中期計画の策定を見据えた今後の大学運営の推進力となるものと確信する。 

以上のように、同氏の長年にわたる理事・副学長としての大学運営における実績を

踏まえ、求められる学長としての資質を十分有しているものと判断し、次期学長候補

適任者として推薦する。 

備考  「職名」欄：現職名（必要に応じ、元職名）を記入する。 



第３号様式 

                            令和８年 ７月２２日 

 愛媛大学学長選考・監察会議議長 殿 

 

推   薦   書 

 

                                          学部名  理学部        

ふりがな 
学長候補適任者氏名 

やひろ ひでのり 

八尋 秀典 

職   名 
国立大学法人愛媛大学 理事・副学長 

 

 推薦理由（800字以内） 

 

八尋秀典氏は、平成 10 年 4 月愛媛大学工学部に助教授として着任後、平成 18 年 4

月から大学院理工学研究科教授、平成 25 年 4 月から社会連携推進機構副機構長、平

成 28 年 4月から工学部長、平成 30年 4 月から理事（財務・人事マネジメント担当）

・副学長、令和 3 年 4 月から理事（教育担当）・副学長を歴任されています。 

平成 25 年からは社会連携推進機構において、産学連携推進センター長・社会連携

企画室長として、産学連携・地域連携に尽力されています。平成 28 年には工学部長

に就任され、平成 31 年度の一学科改組に向けて陣頭指揮を執ってこられました。平

成 30 年に、理事（財務・人事マネジメント担当）・副学長へと就任した後は、教員

人事評価制度の一元的管理、新年俸制の導入、財政的支援制度「トリプルスリー」の

実施に取り組まれました。 

 令和 3年以降は、理事（教育担当）・副学長として、ユニット制の導入、教育・学

生支援機構の組織改革を実施しました。次世代人材育成拠点（令和 6年度）、学習支

援コモンズ（令和 8 年度）を設置し、さらに、人文社会科学研究科博士後期課程およ

びアドバンストソーシャルマネジメント学環（博士課程）の令和 9 年度設置に向けて

の尽力を含め、数多くの改革を実行されています。特に、学部チームの異動について

は、惰性に流されず、最適化を目指す本措置は氏の管理運営の姿勢を端的に表してい

るものと考えます。 

 このように、八尋秀典氏は現在の大学に求められる管理運営業務の幅広い部分を経

験されており、地方大学に求められる大きな変革に対応できる知見を有しておられま

す。国立大学法人愛媛大学学長選考基準に定める、学長に求められる資質・能力を備

え、本学のさらなる発展にとって不可欠な人物であると確信し、理学部は次期学長候

補として推薦いたします。 

備考  「職名」欄：現職名（必要に応じ、元職名）を記入する。 



第３号様式 

                            令和８年７月１０日 

 愛媛大学学長選考・監察会議議長 殿 

 

推   薦   書 

 

                                          学部名   医学部 

ふりがな 
学長候補適任者氏名 

 やひろ ひでのり 
 八尋 秀典 

職   名 
愛媛大学理事（教育担当）・副学長 

愛媛大学教育・学生支援機構長 

 推薦理由（800 字以内） 

 八尋氏は、平成 23 年に理工学研究科副工学系長、平成 28 年に工学部長・理工学研

究科長を歴任され、工学部の改組・再編に取り組まれました。この期間、社会連携推

進機構副機構長も担当され、幅広くマネジメントに関わってこられました。 

 八尋氏は、平成 30 年には、理事・副学長（財務・人事マネジメント担当）に就任さ

れ、教員人事評価制度の一元的管理（大中小評価制度の導入）、新年俸制の導入、各

部局の強みを伸長するための財政的支援制度「トリプルスリー」の実施に取り組まれ、

実績を挙げて来られました。令和 3 年には、理事・副学長（教育担当）、教育・学生

支援機構長に就任され、ユニット制の導入や各学部学務チームの異動など、教育・学

生支援機構の組織改革を実施され、さらに、教育組織整備（概算要求）の採択を受け、

次世代人材育成拠点（令和 5 年度）および学習支援コモンズ（令和 8 年度）の設置

など、優れたマネジメント力を発揮されています。最近では、「社会人を主対象とし

た愛媛大学大学院博士後期課程設置準備室」の室長として、人文社会科学研究科博士

後期課程およびアドバンストソーシャルマネジメント学環（博士課程）の令和 9 年度

設置に向けて、陣頭に立って文部科学省との交渉に尽力しておられます。 

 現在、医学部・附属病院では、将来に向けた再開発プランを構築中であり、「次世

代の地域医療を支える医療人の育成」、「先端研究の推進による研究力の向上」、「地

域そして世界とつながる医学部」の実現に向け、八尋氏のご指導とご支援のもと、改

革を推進したいと考えております。 

 このように、八尋氏は、学長に求められる資質・能力を備えた人物です。医学部は、

八尋秀典氏が、愛媛大学が更なる発展を遂げるためのリーダーとして最適任であると

確信し、次期学長候補適任者としてここに推薦いたします。 

備考  「職名」欄：現職名（必要に応じ、元職名）を記入する。 



第３号様式 

                            令和８年７月１０日 

 愛媛大学学長選考・監察会議議長 殿 

 

推   薦   書 

 

                                          学部名 工学部 

ふりがな 
学長候補適任者氏名 

 やひろ ひでのり 
 八尋 秀典 

職   名 国立大学法人愛媛大学 理事・副学長 

 推薦理由（800字以内） 

 

八尋秀典先生は、工学部長として、工学部６学科を工学科１学科へ再編する改組に

取り組まれ、教育研究組織の整備に大きく貢献されました。 

平成 30 年からは、理事・副学長（財務・人事マネジメント担当）として、教員人事

評価制度の一元的管理、新年俸制の導入、財政的支援制度「トリプルスリー」の実施

などを通じ、人事・財務の両面から大学経営の基盤整備を着実に進められました。令

和３年からは、理事・副学長（教育担当）として、教育・学生支援機構の組織改革に

取り組まれ、ユニット制の導入や各学部学務チームの各学部事務課への移管などによ

り、教育支援体制を再構築されました。また、SPOD及び教育関係共同利用拠点事業を

主導し、四国内及び全国の高等教育機関における教職員能力開発の機会の提供と機関

を越えた交流を推進されました。令和６年度には第４期目となる教育関係共同利用拠

点の継続認定を受けており、これらの取組は、受講者から高い評価を得るとともに、

外部有識者からも Good Practice として全国への展開が期待される取組と評価されて

います。 

さらに、社会人を主対象とした大学院博士後期課程の設置準備では、室長として令

和９年度設置に向けた取組を主導し、文部科学省との協議・交渉にも対応されるなど、

社会の要請に応える新たな大学院教育の展開に尽力されています。 

八尋先生は、教育研究組織の再編、人事・財務改革、教育支援体制の再構築、教職

員能力開発、新たな大学院教育の展開など、大学運営の中核に関わる課題に対して着

実に実績を積み重ねてこられました。これらの実績と部局との対話を重視した大学運

営は、学長に求められる資質・能力を十分に示すものです。 

以上の理由により、工学部は、八尋先生が愛媛大学の更なる発展を担うにふさわし

い人物であると考え、同先生を次期学長候補適任者として推薦いたします。 

 

備考  「職名」欄：現職名（必要に応じ、元職名）を記入する。 



第３号様式 

                              令和８年７月２１日 

 愛媛大学学長選考・監察会議議長 殿 

 

推   薦   書 

 

                                          学部名 農 学 部 

ふりがな 
学長候補適任者氏名 

   やひろ    ひでのり 

 八 尋  秀 典 

職   名 

国立大学法人愛媛大学 

理事・副学長（教育担当） 

教育・学生支援機構長 

理工学研究科教授 

 推薦理由（800字以内） 

八尋秀典氏は、平成１０年４月に本学工学部着任後、平成１８年４月から理工学研究

科教授、平成２８年４月から工学部長、理工学研究科長を歴任し、平成３０年４月から

理事・副学長（財務・人事マネジメント担当）を務め、令和３年４月から理事・副学長

（教育担当）、教育・学生支援機構長に就任されました。専門分野は無機材料科学で、

特に、高機能性材料の創生において、高い評価を得られています。 

 八尋氏は、このような経歴の中で、常に、時代に即した的確な判断をなされ、多くの

特筆すべき成果をあげてこられました。工学部長在任中には、６学科を１学科に再編

し、工学部の発展に大きく貢献されました。理事・副学長（財務・人事マネジメント担

当）としては、教員人事評価制度の一元管理、新年俸制の導入といったマネジメント制

度を充実させるとともに、各部局への財政支援制度（トリプルスリー）を実施されまし

た。理事・副学長（教育担当）、教育・学生支援機構長としては、教育・学生支援機構

の組織改革の実施、教育組織整備（概算要求）の採択を受けての次世代人材育成拠点お

よび学習支援コモンズの設置を達成されました。また、社会人を主対象とした博士後期

課程の設立に尽力され、アドバンストソーシャルマネジメント学環の令和９年度の設

置認可を得るとともに、人文社会科学研究科博士後期課程の設置準備を推進するなど、

教育システム拡充に多大な貢献をされています。さらに、八尋氏は、関連する様々な事

案に関して、農学部に対しても丁寧な説明と意見交換の場を設けるなど、常に、構成員

の意識、意向にきめ細やかに配慮する姿勢も高く評価されます。 

以上より、農学部は、八尋秀典氏が、学長に求められる資質・能力を十分に備えた人

物であり、「知」を生み出し、人を育て、ダイバーシティでグローカルな社会を構築す

る愛媛大学の次期学長に最も適任な人物と確信し、次期学長候補適任者として推薦い

たします。 

備考  「職名」欄：現職名（必要に応じ、元職名）を記入する。 
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第５号様式 

 

経   歴   書 

 

ふりがな 
氏 名  八尋

やひろ

 秀
ひで

典
のり

 生年月日  

現住所 

 
   
  
                                        

年  月 学                 歴 

昭和 56 

昭和 60 

昭和 60 

昭和 62 

昭和 62 

昭和 62 

平成 5 

4 

3 

4 

3 

4 

6 

9 

九州大学工学部応用化学科入学 

九州大学工学部応用化学科卒業 

九州大学大学院総合理工学研究科修士課程入学 

九州大学大学院総合理工学研究科修士課程修了 

九州大学大学院総合理工学研究科博士課程入学 

九州大学大学院総合理工学研究科博士課程退学 

博士（工学）（北海道大学） 

年  月 職                 歴 

昭和 62 

平成 2 

平成 6 

平成 10 

平成 18 

平成 18 

 

平成 23 

平成 24 

平成 25 

平成 25 

平成 25 

平成 28 

平成 28 

平成 29 

平成 30 

 

平成 30 

平成 30 

平成 30 

7 

2 

3 

4 

4 

4 

 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

 

4 

4 

4 

宮崎大学助手工学部（平成 2 年 1月まで） 

北海道大学助手触媒科学研究センター（平成 6年 2月まで） 

広島大学助手工学部（平成 10 年 3 月まで） 

愛媛大学助教授工学部 

愛媛大学大学院理工学研究科教授 

愛媛大学大学院理工学研究科物質生命工学専攻応用化学コース長 

（平成 20年 3月まで） 

愛媛大学大学院理工学研究科副工学系長（平成 28 年 3月まで） 

愛媛大学教育研究評議会評議員 

愛媛大学社会連携推進機構副機構長（平成 27年 3 月まで） 

愛媛大学社会連携企画室長（平成 27年 3 月まで） 

愛媛大学産学連携推進センター長（平成 27 年 3月まで） 

愛媛大学工学部長(平成 30 年 3月まで) 

愛媛大学大学院理工学研究科長（平成 29 年 3月まで） 

愛媛大学大学院理工学研究科副研究科長（平成 30 年 3月まで） 

愛媛大学理事（財務・人事マネージメント担当）・副学長 

（令和 3年 3 月まで） 

愛媛大学経営協議会委員(令和 9年 3月まで) 

愛媛大学ダイバーシティ推進本部長（令和 3 年 3月まで） 

愛媛大学医学部附属病院長候補者選考会議委員(令和 9年 3月まで) 



令和 3 

令和 3 

令和 3 

4 

4 

4 

愛媛大学理事（教育担当）・副学長 (令和 9 年 3月まで) 

愛媛大学教育・学生支援機構長(令和 9 年 3 月まで) 

愛媛大学高大接続推進室長(令和 6 年 3月まで) 

現在に至る 

業                 績 

研究業績 

（査読付き論文、著書、国際会議依頼・招待講演） 別紙１のとおり 

 

受賞歴並びに学会活動              別紙２のとおり 

   備考 １ 「現住所」欄：学外者の場合は、連絡先電話番号を併記すること。 

    ２ １枚に書けない場合は、適宜枚数を増やすこと。 



(別紙１) 

研  究  業  績 
 

  

（1）査読付き論文 

 
1)  "Ionic Conduction and Microstructure of the Ceria-strontia System", H. Yahiro, K. Eguchi and H. Arai, 
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技術センター，東京，pp. 477-488 (1993). 



2) "Ⅲ-13 ゼオライトを用いるNOの接触除去"，岩本正和，八尋秀典，季刊化学総説 "マイクロ
ポーラスクリスタル", 日本化学会編，学会出版センター，東京，pp.127-136 (1994). 

3) "モノリス触媒体"，八尋秀典，触媒の辞典, 小野嘉夫，御園生誠，諸岡良彦編，朝倉書店，
pp.558-558 (2000). 

4) "Zeolites in the Science and Technology of Nitrogen Monoxide Removal (Chapter 19)", M. Iwamoto 

and H. Yahiro, Handbook of Zeolite Science and Technology, eds. by S. M. Auerbach, K. A. Carrado 

and P. K. Dutta, Marcel Dekker, Inc., New York (2003) pp. 951-988. 

5) "7章 ESR(電子スピン共鳴）"，八尋秀典，固体表面キャラクタリゼーションの実際－ナノ材
料に利用するスペクトロスコピー，田中庸裕，山下弘巳編，講談社サイエンティフィック，東

京，pp. 84-96 (2005). 

6) "8.6 電子スピン共鳴分光（ESR），八尋秀典，役に立つ化学シリーズ２・分子の物理化学，

川崎昌博，安保正一編，朝倉書店，東京，pp. 145-158 (2006). 

7) 山下弘巳，田中庸裕，三宅孝典，西山覚，古南博，八尋秀典，窪田好浩，玉置純（共著）， 

触媒・光触媒の科学入門，講談社サイエンティフィク (2006). 

8)  "2編 9.2.15 電子スピン共鳴法"，八尋秀典，触媒便覧，小野嘉夫，御園生誠，岩澤康裕監修，

講談社サイエンティフィック，東京，pp. 166-197 (2008). 

9)  "17.1.1.2 B バイオディーゼル製造"，浅本麻紀子，八尋秀典，アメタル便覧，足立吟也監修，

丸善，東京，pp. 348-350 (2011). 

10) "過剰銅イオン交換ZSM-5ゼオライト"，八尋秀典，岩本正和，触媒調製ハンドブック，岩本正

和監修，NTS，東京，pp. 246-247 (2011). 

11) "複核金属錯体の熱分解によるペロブスカイト型酸化物の調製"， 浅本麻紀子，八尋秀典，触
媒調製ハンドブック，岩本正和監修，NTS，東京，pp. 182-183 (2011). 

12)  "機器分析"，八尋秀典，触媒化学，江口浩一編著，丸善出版，東京，pp. 57-76 (2011). 

13) "ゼオライトナノ細孔への鉄錯体内包による水酸化反応の高選択化"，山口修平，八尋秀典，触
媒の設計・反応制御 事例集，（株）技術情報教会，東京，pp. 224-229 (2013). 

14) "第3章8節  固体酸化物形燃料電池 — 分散系の応用— "，板垣吉晃，八尋秀典，材料表面の親
水・親油の評価と制御設計，（株）テクノシステム，東京，pp. 149-156 (2016). 

15) "7. Solid oxide fuel cells: electrode materials and membrane formations", Y. Itagaki, H. Yahiro, 

Functional Materials: Advances and Applications in Energy Storage and Conversion, edited by T. Naito, 

Jenny Stanford Publishing, pp. 154-171 (2019). 

16) "1部7章 多孔質材料に固定化された金属錯体触媒"，山口修平，八尋秀典，フロンティア金属
錯体触媒化学，小島隆彦編著，三共出版，東京，pp. 154-171 (2024). 

17) "Chapter 8: Metal Complex Catalysts Immobilized on Porous Materials", S. Yamaguchi, H. Yahiro, 

Redox-based Catalytic Chemistry of Transition Metal Complexes, edited by T. Kojima, Royal Society of 

Chemistry, pp. 135-151 (2024). 

 

 

(3)国際会議招待・依頼講演(2010年以降) 
 

1) "Recent Progress of Catalysts for Producing Biodiesel Fuel", H. Yahiro, 18th GCC-JAPAN Environment 

Symposium, Bahrain, 2010年2月 

2) "Preparation of Perovskite-type Oxide Catalysts by Thermal Decomposition of Cyano Complexes ", H. Yahiro, 

International Conference on f-Elements, Udine, Italy, 2012年8月 

3) "Research on Cu-based Catalysts Active for Water-Gas-Shift Reaction ", H. Yahiro, 1st International 

Conference on Emerging Advanced Nanomaterials, Brisbane, Australia, 2012年10月 

4) "New preparation method of perovskite-type oxide from cyano metal complex and their catalytic activity for 

gas- and liquid-phase reactions ", H. Yahiro and S. Yamaguchi, Composites At Lake Louise 2013, Lake 

Louise, Canada, 2013年11月 

5) "Preparation of Mixed Metal Oxide Nanoparticles and Their Catalytic Properties in Liquid Phase ", H. Yahiro, 

S. Yamaguchi and H. Yamaura, EMN Conference, Las Vegas, USA, 2014年3月 

6) "Preparation of Mixed Metal Oxide Nanoparticles and Their Catalytic Properties in Liquid Phase", H. Yahiro, 

Rare Metal Conference, Sapporo, 2016年6月 

7) "Catalysis of perovskite-type oxide prepared by the decomposition of heteronuclear cyano complex", H. 

Yahiro and S. Yamaguchi, the 12th Pacific Rim Conference on Ceramic and Glass Technology, Hawaii, 2017



年5月 

8) "Improvement of electrochemical performance of SOFC composite electrode formed by EPD", H. Yahiro, 

Composites at Lake Louise 2017, Lake Louise, Canada, 2017年11月 

9) "PM Oxidation of Silver-loaded Perovskite-type Oxide Catalyst Prepared by Thermal Decomposition of 

Cyano-complex", H. Yahiro, International Conference on Emerging Advanced Nanomaterials (ICEAN) 2018, 

Newcastle, Australia, 2018年11月 

10) "PM oxidation activity of metal-loaded perovskite-type oxide catalyst ", H. Yahiro, 2nd Global Forum on 

Advanced Materials and Technologies for Sustainable Development (GFMAT-2), Toronto, Canada, 2019年7

月 

11) "Carbon oxidation over silver/perovskite-type oxide composite catalysts ", H. Yahiro, Composites at Lake 

Louise 2019, Lake Louise, Canada, 2019年11月 

12) "Carbon oxidation over silver/perovskite-type oxide catalysts", H. Yahiro, The 2021 International Chemical 

Congress of Pacific Basin Societies (Pacifichem), Online, 2021年12月 

13) "Preparation of LaFeO3 perovskite-type mixed oxide partially substituted by Ce ion", H. Yahiro, H. Tabara, M. 

Akai, H. Yamaura, M. Mori, S. Yamaguchi, K. Ninomiya, M. Nishibori, 12th International Conference on 

Environmental Catalysis (ICEC2022), Osaka/Online hybrid, 2022年8月 

14) "Preparation of La1-xCaxFeO3 Perovskite-type Oxide Catalyst Using Thermal Decomposition of Heteronuclear 

Metal Cyano Complex", H. Yahiro, T. Yamanaka, H. Yamaura, S. Yamaguchi, The 37th International Korea-

Japan Seminar on Ceramics (KJ- Ceramics 37), Kwangju, Korea, 2023年11月 

15) "Partially substituted perovskite-type oxide catalyst prepared by thermal decomposition of heteronuclear 

metal cyano complex",  H. Yahiro, H. Yamaura, S. Yamaguchi, K. Ninomiya, M. Nishibori, The 14th 

International Conference on Ceramic Materials and Components for Energy and Environmental Applications 

(CMCEE-14), Budapest, Hungary, 2024年8月 

16) "Particle Aggregate of Perovskite-type Oxide Catalyst Prepared by Decomposition of Heteronuclear Metal 

Cyano Complex Precursor", H. Yahiro, N. Yamaguchi, R. Ogata, H. Yamaura, S. Yamaguchi, The 38th 

International Japan-Korea Seminar on Ceramics (J-K Ceramics 38), Fukuoka, 2024年10月 

17) "Reverse Water Gas Shift Reaction over Perovskite-type Oxide Catalysts", H. Yahiro, N. Iwasa, M. Fujisaki, 

H. Yamaura, S. Yamaguchi, S. Hosokawa, The 39th International Japan-Korea Seminar on Ceramics (J-K 

Ceramics 39), Jeju, Korea, 2025年11月 

18) "Reverse Water Gas Shift Reaction over LaFe1-xCuxO3 Perovskite-type Oxide Catalysts", H. Yahiro, M. 

Fujisaki, H. Yamaura, S. Yamaguchi, 2026 MRS Spring Meeting & Exhibit, Hawaii, 2026年5月 

 

 



（別紙２） 

 

受賞歴および学会活動 

 

(1) 受賞歴 
 

1) 八尋秀典 

 金属イオン交換ゼオライト中での窒素酸化物の吸脱着挙動と反応性に関する研究 

 平成11年度触媒学会奨励賞（平成11年） 

2) M. Asamoto, Y. Iwamoto, M. Mori, Y. Itagaki, H. Yahiro, Y. Sadaoka, Y. Shimizu, K. Shimanoe, Y.  

 Teraoka 

 Study on the Factor Controlling the Catalytic Activity over Perovskite-type Oxide, SmFeO3 

 Best Poster Award, ICC 14 Pre-symposium, Kyoto (平成18年) 

3) 相方邦昌，八尋秀典 

 Redox property of Fe-promoted Cu/Al2O3 catalysts active for the water gas shift reaction 

 優秀研究賞，第１回触媒科学研究発表会，大阪（平成23年） 

4) 相方邦昌，岡健太，今津尚俊，八尋秀典 

 Influence of coexisting metal oxide on the catalytic activity of Cu catalysts for the WGS reaction 

 優秀研究賞，第２回触媒科学研究発表会，大阪（平成23年） 

5) 浅本麻紀子，相方邦昌，山浦弘之，山口修平，八尋秀典 

 複合金属酸化物触媒の還元挙動のTPRによる解釈 

 優秀研究発表賞，第21回触媒学会キャラクタリゼーション講習会，名古屋（平成23年） 

6) 武正知久，板垣吉晃，山口修平，八尋秀典 

 Ni担持SDCのSOFCアノード特性に及ぼす電極構造の影響 

 ポスター賞，電気化学会燃料電池研究会・SOFC研究会，東京（平成27年） 

7) Y. Itagaki, Y. Yamamoto, H. Aono, H. Yahiro 

Anode-supported SOFC with thin film of proton-conducting BaCe0.8Y0.2O3-α by electrophoretic deposition 

 2017JCS-JAPAN優秀論文賞，日本セラミックス協会（2018） 

 

 

(2)学会活動 
 

1) 1999年 触媒学会触媒研究発表会（松山）実行委員 

2) 1999年 日本化学会秋季年会（松山）実行委員 

3) 2000年-2002年 触媒学会編集委員 

4) 2000年-2003年 触媒学会関西地区幹事 

5) 2003年-2005年 石油学会中国四国地区庶務幹事 

6) 2003年 電子スピンサイエンス学会（広島）実行委員 

7) 2004年 石油学会松山大会実行委員 

8) 2005年 触媒学会討論会委員 

9) 2008-2009年 触媒学会 代議員 

10) 2008-2010年 日本化学会 中国四国支部委員 

11) 2010-2012年 触媒学会 関西支部庶務幹事 

12) 2003-2018年 石油学会 中国四国支部委員 

13) 2015年 International Symposium on Zeolite and Microporous Crystals 2015 実行委員会 委

員 

14) 2017年 第120回触媒討論会 実行委員長 

15) 2018-2020年 石油学会 中国四国支部長 

16) 2018年 International Symposium on Zeolite and Microporous Crystals 2018 実行委員会 委

員 

17) 2018年 The 8th Tokyo Conference on Advanced Catalytic Science and Technology 実行委員

会 委員 



18) 2020年 第53回酸化反応討論会 実行委員長 

19) 2020-2022年 触媒学会 西日本支部長 

20) 2020-2022年 触媒学会 理事 

21) 2021年 触媒学会西日本支部 令和3年度触媒技術セミナー世話人代表 

22) 2022年 The 9th Tokyo Conference on Advanced Catalytic Science and Technology 実行委員

会 委員 

23) 2024年 International Symposium on Zeolite and Microporous Crystals 2024 実行委員会 委

員 

24) 2024年 触媒学会西日本支部第18回触媒道場 世話人代表 

25) 2024年 第15回アジア化学センサ国際会議 実行委員会 委員 

26) 2026年 The 10th Tokyo Conference on Advanced Catalytic Science and Technology 実行

委員会 委員 

 

 



受 諾 書 





所  見 



第７号様式 

 

所 見 

 

学長候補適任者氏名     八 尋  秀 典 

このたび、次期の学長候補適任者としてご推薦をいただきました。大変重く受け止めるとともに、身

の引き締まる思いです。 

 

今後、「2040 年以降の大学入学者急減期への備え」、「AI の進化に対応した人材育成」、「不安定

な財務状況下での経営」など、大学運営には多くの課題があります。本学は、愛媛県の知の中核大

学として、高度専門人材の育成と、研究から社会実装までを包括するエコシステムの構築を通じ、地

域産業の振興と新たな価値創造を先導する地方大学へと進化していく必要があります。この実現に

向け、下記の３つの柱を中心に大学運営を進めてまいります。 

 

１．特色ある高度専門人材の育成 

本学は、南予水産研究センター、紙産業イノベーションセンターなど、現場での学びを重視するレ

ジデント型教育、幅広い学術基盤を生かした文理融合・地域課題解決型教育、国や県などとの連携

による半導体・AI・デジタル情報・海事産業人材の育成など、地域と社会の要請に応じた教育改革を

進めてきました。今後も地域密着型教育を大切にし、人材育成のプラットフォームを先導し、高度専

門人材を輩出してまいります。また、教職員能力開発拠点としての実績を活かし、FD/SD活動を地域

密着型教育と融合させ、地方における最先端教育を実践できる大学として認知されるよう努めてまい

ります。さらに、人文社会科学、理工学、農学、医学、教育学などの専門性と実践力を備え、現場で

中核を担う人材を育成するため、大学院教育の充実を図ります。 

次世代を担う小中高校生への支援は、今後の大学運営に重要です。附属学校園の実績に加え、

次世代人材育成拠点を中心に、教育委員会と連携し、小中高校生への教育支援を進めてまいりま

す。また、留学生および社会人学生の確保も、定員充足に向けた重要な課題です。留学生が地域の

文化や産業を学び、愛媛に定着して活躍できる学部教育プログラムを構築するとともに、マイクロクレ

デンシャル制度を活用した社会人向けリカレント教育や第二新卒者の再入学など、体系的な制度整

備を進めます。 

大学入学者急減期を見据え、大学規模の在り方が問われています。地方国立大学では、地域の

実情と将来像を踏まえた持続可能な研究教育体制を実現する必要があり、データに基づく分析と部

局との対話を通じて、学部・大学院の入学定員や組織体制の在り方を不断に検討します。また、各教

育プログラムの特色を明確にし、その特色を伸ばすための人的・経済的支援を積極的に行います。 

 

２．地域を支える教育研究基盤の確立 

国際的に強みを有する先端研究拠点である先端研究院３センターが次の段階へ発展するための

支援は不可欠です。また、大学における挑戦的・独創的な基礎研究の重要性は強く認識されてお

り、地方大学においても基礎研究力の充実は極めて重要です。特に、次代を担う若手研究者への支



援に重点的に取り組んでまいります。 

一方で、国が進める地域産業の育成にも目を向け、地方国立大学として、産学官連携によるイノベ

ーション創出に取り組む必要があります。本学では地域密着型センターの設置や、地域の社会人を

主な対象とする博士後期課程の開設など、地域課題の解決に資する教育研究体制を整備してきまし

た。こうした取組を発展させ、県と連携して地域から研究課題を見いだし、教員と地域企業・産業界と

の研究マッチングや研究支援を戦略的に行い、共同研究、産学連携、社会実装へとつなげる研究の

循環システムを構築してまいります。さらに、AI for Science 時代に適合した研究環境の整備にも取り

組みます。 

 

３．継続的かつ安定的な大学経営 

国立大学の財務状況は極めて厳しく、新たな事業は財政負担に加え、教職員の業務負担も増大

させます。本学の強みを真に伸ばすためには、必要な取組を推進する一方で、事業や組織の再編・

重点化・廃止を含む見直しが必要です。経営戦略本部を中心に、財務戦略室、人事戦略室、広報

戦略室、情報分析室、UA 室等を有機的に機能させ、データに基づく迅速かつ的確な意思決定を行

ってまいります。特に、若手教員の割合低下に危機感を持っており、分野横断的な教員採用を視野

に入れた若手研究者の採用・育成を進めます。また、部局の要望を尊重しつつ、全学的視点から重

点分野に人材を配置し、教職員や UA等の専門人材が力を発揮できる体制を整えます。 

医学部附属病院の経営も、大学経営の重要な柱の一つです。特に病院の再開発については、社

会情勢を踏まえ、附属病院との協議を重ねながら、大学として責任をもって推進できる体制を構築し

ます。 

 

大学運営は、執行部だけで成し遂げられるものではありません。教職員、学生、卒業生、地域のス

テークホルダーとの対話を重ね、共通の目標を形成しながら進めていく必要があります。本学の実績

をさらに発展させ、地域から信頼される大学となるために、全力を尽くします。 

 

 

   備考  字数は２，０００字以内とする。 
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